
萌芽的先端医療技術椎瀧研究【ファーマコゲノミクス分野】  ゲノム憮租を活用した■物トランスポータ集覆1予測システムのれtとテーラーメイド業物★法への応用   牝 t－   教授・稟刑部轟  漬ホ大学匿筆部附1痍鏡 藁刑部   

萌芽的先端臣ホ技術雛壇研究【フ7－マコゲノミクス分野】  迅速・簡便t紐1熱度な新規SNP8検出法による藁刑応書性遺伝子鯵ホシステムの開発   ■爪 一憂   

腋計的労相医療技術推進研究ファーマコケノミクス分野】  遺伝子夢型機壬によるテーラーメイドヰ痛治療法の朋莞   ：： 一軋、   
′ヽ1・ウ■t餉l■】罪ノIJ ジェクトチームリー ■■  住友ベークライト株式会社／くイオp品蘭発プロジェ クトチーーム         ■Jll■▼¶ヲも■＼7JT 精神医学研究ディレク ′ヽヽ  財団法人★京ホ医学研究機れ真東ホ精神医学総 合研究所   

身体機能離析・繍助・代替機書棚発研究   新たな手術用ロボット義tの蘭矧こ間する研究   壕添 忠生   総よ   加立がんセンター   

身体機能＃析・補助・代替機書間莞研究   積込み型突然死防止蓑tの蘭発   杉町 謄   肝覆勤敷地岨郭劇 最  取引田川川センター研究所打オ勤好機脆都   

■休機能♯析・補助・代讐機書開発研究   鰯血t什書の診断♯析治■統合化システムの開発   古♯ 博   敷津   東京慈貴会匿科大学総合医科学研究センター   

身体機鴫解析・繍助・代瞥機著聞発研究   遭コンプトン散乱ス★■を用いた筐用イメージング法の朋発   義 美三   部長   孤立瞥1薯鋼センター研究所 心■生年櫛   

身体機能＃櫛・補助・代曽也書開発研究   書鹸書の大槌書類蘭書折専の治■を支援する高精度手術支はシステム開発研究   中村耕三   教捜・■l枕最   真東大学医学≠附■ホ鏡 t形外科・曹椎外科   

■体機畿＃析・補助・代替機書開発研究   1施設1台ニー山の井●稟型補助人工心臓の軍用化   ♯藩 光生   救損   早稲田大学 理工学銅鏡   

劃判H州晰・輔助・代替機著聞発研究   新しい生体撒讐理論に基づく血t付キ膿tを有するステントの開発に隅する研究   ＃田 ■夫  教授   暮女医科書科大学 生体材料工学研究席   

■休機能♯析・補助・代曾櫨♯M集研究   ロボットスーツHAしの鴨莞   山海 暮之   教捜   筑波大竿 大学統システム什tエ学研究科   

身体機鴫♯析・欄軌・代書穐書開発研究   ハイリスク胎児の千言内手柄におけるナノインテリジェント技術ヂ／くイスの蘭乗研究   千葉 t■   却五   孤立戚書医■センター特殊鯵♯部   

身体機能♯肘補助・代替機書簡集研究   t次脳機能寸書お断のための蛙叫董繍気刺激による挟発脳波計測システム専の開発   ＃妨墓   研究所t   孤立身体隷書事リハビリテーションセンター研究所   

壬礎研究戚よの色床応用椎遭研究   動脈硬化ホ嚢（再狭窄、不安定プラーク）に対する爾期的血書内治ホシステムの劇♯－暮1爛モデル作■から臨床応用まで－  江可l儀■   助教授   園立大学法人九州大学大手株医学研究快打環  
畿内科攣   

墓埠研究膚よの鶴床応用椎遭研究   WTl蠣抗昨ペプチドを用いた轟の先度♯法の開発   杉山 治夫   教授   大阪大学大学院医攣系研餞劇   

蓋ヰ研究成層のi床応用椎遭研究   再生医★技術を応用したテーラーメード型代用血tりb片井の♯床応用に間する研究   中谷 武l弓   ■瞥移穐部長  孤立傷欄欄■センター   

基礎研究慮よの鶴床応用推進研項   術中MRl下腹絶儀下手術システムの穐立   横爪 牡   教授   九州大学大学院医学研究快災書・救急医学   

基礎研究成よの離床応用椎遺研究   活性蛋白の非注射型ナノD【）＄＃刑   水▲ 緒   DD＄研究所所長寧■ 教授  ま京慈慮会医科大学DD＄研究所   

基礎研究成よの■床応用椎壇研究   アドレノメデュリンを用いた■覆さ疾患の画期的治★法の開発   書式 称美   職長   独立行政法人孤立痍枕機れ大阪職臣■セン  
ター   

美犠研究威儀の離床応用推遭研究   アテイボネクチンを標的にした糠床痍・メタポリツク虚銚群の新規診断法・治★法の囁床店欄   M執 事   教授   よ京大学医学部肘t痛快糠床痍・代村内科   

墓礁研究成1の■床応用推進研究   内観t的腿楕繊手術用超小型レーザースキャナーの開発   芳十 洋一   助教眉   東北大筆先壇眉工事研究機欄   

基礎研究成集の■沫応用糠遺研究   体外埼濃の増■血書内皮前駆細胞移柵による虚血性疾患治■に闇する壬ヰ・臨床研究   浅冊 事之   再生医療研究部轟  先ヰ匿■ヰ■財団   

基礎研究成果の臨床応用椎遭研究   暮礎研究成よの臨床応用推遭研究書＃の企靡と絆価にWする研究   轟谷川 意王  t●t   財団法人匿よ機番センター   

基礎研究成果の臨床節用推進研餞   書幕命聖人工朋簡の臨床応用推進に閲する研究   書取 吉雄   助触腰   末女大事医学部附1ホ陳手形外科・脊椎外科   

纂躍研究成果の■床応用絡進研究   ヒト心筋・書格筋からの心筋幹細朋株の鮒立と末期的心不全への幹欄胞移穐医療実現化へ向けての研究基盤形成   松肝 弘明   散損   未納府立医科大掌 医竿研究科   

墓ヰ研究成果のヰ床応用推進研究   ヒト化CD26抗体のホ治任免疫疾患（クローン病、GVHDなど）への治★法開発   隷ヰ：義痍   教授   ★京大学医科学研究所先端臣■研究センター免  
痘ホ塾分野   

基礎研究慮よの臨床応用推進研究   ま白コンフォメ⊥ションのイン ピポ 諷像診断   エ■ ♯司   教摸   薫北大竿 先遺臣工学研究機≠  



長寿科学総合研究【轟舞科学総合研究分野】   高齢者の壬ましい終末期ケア実現のための農作曇■に附す各研究一介護保険施設における織末期ケアの換肘を中心に   田宮 真東子  教授   筑波大学大学陳人Ⅶ総合科学研究科ヒュー  
マン・ケア科学書攻   

鼻雷科学総合研究【曇欝科学総合研究分野】   嘉♯雪における薬物代謝蘭遵遺伝子情報をキ■した適正な藁物治■の基盤雇備に関する研究   濾i裕司   教捷   浜松医科大学医学部臨床藁理学   

長寿科学総合研究【長書科学総合研究分野】   エビデンスによづく■義治療藁の適正使用とその経済絆価及び暮及活動研究   秋葉 保次   劃会長   社団法人日本藁刑師会   

鼻轟科学総合研究【t井村学総合研究分野】   介娩予防サービスのホ技術聞集とシステム構集に関する研究   辻 一郎   教棲   兼北大事大手枕医学系研究科社会医学講座公衆  
衛生攣分野   

畏雷科学総合研究【■蓼科竿総合研究分野】   暮介護状態の予防ならびに介護の片を改響するための方策に闇する研究   ■二 輪子   医学研究科 教授  北海1大学大学枕医学研究科予防医学講座公 生学分野   
衆衛   

長寿科学総合研究【貴需科学総合研究分野】   毛人偉t事♯の椎遭のための汀を活用した地犠ttづくりの椎遭方策と相中書教書法の確立に闇する研究   中村 正和   ■★生活権遭部長  大阪府立t▲科竿センターt鷹生活推進部   

長舞科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   書齢書■得手期発見及び早期介入システムに閲する加俸的研究   事々良 紀夫  教授   椒蝶大学総合樽祉学部   

長轟科学総合研究【1蓼科学総合研究分野】   老人保t■儀の推進及び絆価に朋する研究   吉田 謄集   赦綬   聖マリアンナ医科大学 医学部   

長寿科学総合研究【轟舞科学総合研究分野】   暮介雄状態の評価における精神、知的及び事様な身体隷書の状況の遇切な反映手法の開発に闇する研究   連■ 美俊   包括診療部畏  匿立1幕臣轟センター   

長身科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   暮齢書の社会蓼加・社会■∬の増遭に向けた介入研究   斬朝l書＝   研究部轟（攣事研究  
■）   都毛人総合研餞席   

長寿科学総合研究【長井科学総合研究分野】   圃立大学ホ続匿♯に及ぼすDPC導入の影書一王手老年ホの医療・治■の標準化・充実を目指して   西岡 j■   南欧t   横浜市立みなと赤十字痍統   

長身科学総合研究【員弁科学総合研究分野】   毛年虚饅詳に関与する脳皮質下虚血痍嚢の危険因子♯明に関する牡断研究   ■羽 研二   救捜   書林大学医学部ホ≠医学教主   

長寿科学総合研究【轟蓼科学総合研究分野】   老年病の発症に朋わる遺伝一環慎ネットワークの♯明   三木 哲郎   教授   珊立大学法人ま鰻大学医学部 毛年長学講座   

畏集科学総合研究【長舞科学総合研究分野】   t曲者ヽ儒欄に対する総合鯵■体制積悪のための総合的研勇一九作為化比較研究（」－ED汀）を中心に   井■ 美■   暁1   財団法人千束♯良書医♯公社事♯北郷臣膚セン  
ター（陳1）   

長蓼科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   介撞サービスと類型化された暮介性状態tとの相互間遽に闇する研究   筒井書手   欄祉マネジメント重1  孤立色t臣よ科学鏡樽祉サービス部   

長寿科学総合研究【曇欝科学総合研究分野】   書僻事の運動によるtオ増遭に闇する学術論文の系統的レビューとそれに益づく文献データベースの作成   田畑 泉   部長   独立行政法人圃立t鷹・兼兼研究所嶋鷹増遭  
研究部   

長轟科学総合研究【曇舞科学総合研究分野】   臨卒中危険包子・集塵・暮介護t医★モにⅦする大瀧書縦断研究   小川 彰   敵捜   鰭手医科大学 医学部   

長寿科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   老化に伴う神経嚢性痍■の長期儀断疫学研究：AしSについて   祖父江 元   教授   名古慶大攣大学院医学系研究科 榊稚内科   

畏蕎科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   サ粗熱丘と骨折に対する予防対策の織済効よに闇すも研究   濃沼 情夫   敵授   よ北大学大学統医学系研究科  

曇蓼科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   生活機能向上にむけた介撞予防サービスのあり方及び技術に間する研究－ー廃用虚鱗鮮（生活不活葉柄）モデル」を中心に  大川 弥生   生活■能♯活研究部 部長  圃立t幕臣■センター研究所生活機能賦活研究 部   

長寿科学総合研究【貴書科学総合研究分別   自立と介助の両側面からアプローチしたベッドの蘭発   井上 剛伸   補祉亮書開発部稚祉 機さ開発室長  珊立身体鷹書手リハビリテーションセンター研究所   

長井科学総合研究lよ蕎科学総合研究分野】   書療血圧を用いた暮触手書血圧のヰ■血圧とその嚢勤性の騨価とt理法の確立   苅t 七臣   数摸   自治医科大学肝環署内科   

長寿科学総合研究t長寿科学総合研究分野】   NIPPONDA’rA90の15年目の追跡iI暮によるt鷹寿命およびADL、QOL低下に影響を与える雷因の分析とN】PPONOAT   上■ 弘胴   
A80の19年追跡爛董成■の分析  

教授   滋暮医科大学社会医学慎座禰址保t医学部Fl   

長寿科学総合研究【畏舞科学総合研究分野】   高齢事の運動機能低下評価法と回復運勘療法開発研究   趨t 睡弘   日本暮形外科学会理 事長  計本暮形外科学会   

長寿科学総合研究【長蓼科学総合研究分野】   書計書疾患病理における遺伝♯田の＃明   白澤 卓＝   暮事研究■   財巳法人文京小高齢書研究・樽祉擾鼻財団・東京  
♯老人総合研究所   

よ＃科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   書齢書の終末期ケアの医♯と禰祉の分担と遵携に附する研究   勝又 ■直   教授   名古屋大学大学院医学系研究科≠女社会医学書  
攻社会生命科学講座   

長専科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   自動■点職鏡による書廿書の老視矯正支は   ▲量 ≠   教授   北里大学l医療衛生学劇  



大洲L 儀一   暮t   財団法人文京ホ書齢書研究・楕牡攫興財団／責  最専科学総合研究【貴書科学総合研究分野】   介護予防筋力向上トレーニンケの効果の機村  京小宅人総合研究所   

農事科学総合研究【貴書科学総合研究分野】   在宅暮介経書に対するリハビリテーション医療介入一暮介線状葬が改曽可能なケースの効率的スクリーニングと劫よ的介入のた  教授   ■■■塾大学医学飾りハビリテーション医隼   
めのモデルシステムれ書に肌する研究－   

よ寿科学総合研究【畏轟科学総合研究分野】   介護予防を目的とする■本t鷹幹t欄膚方式を策建するための疫学的研究   安田 ♯史   助教授   書知大学医学嘲公衆衛生筆数重   

芳暮 ≠   教授   東北文化学蘭大学大学陳ヰ■社会システム研究  長専科学総合研究【轟蓼科学総合研究分野】   高齢書の役れの創造による社会活動の椎遭及び00Lの向上に闇する総合的研究  科   

曇雷科学総合研究【貴書科学総合研究分野】   伊万上市▲川町における老化に闇する最期ヰ断疫学研究   山田 茂人   教授   佐父大事医学部精神医学I■座   

本山 鼻   主よ   圃立土嚢臣膚センター・研究所・老年ホ研究部・手  長寿科学総合研究【鼻専科学総合研究分野】   t鷹靡禽縫畏に朋するれ時的研究  期老化虚研究圭   

長雫科学総合研究【長雷科学総合研究分野】   生体の持つストレス応警機能を利用した毛化制廿、予防研究   磯部 t－   敵機   名盲最大事大学扶医学系研究科分子総合医学書  
攻   

鼻蓼科学総合研究【1蕎科学総合研究分野l   安全でおいしい新疇下♯軌義幸利用した霊泉や介護施散におけもー事介勒の在り方に蘭すも研究   山田 好秋   教授   新潟大学 農場竿系   

畏舞科学総合研究【長井科学総合研究分野】   
暮幹事排尿陣書に対する農事・介護書、書性師向きの排泄ケアガイドライン作嵐－せ内科医向きの評価暮撫・治ホ効よ判應儀  

準の確立t及と書度先駆朗儒欄頒沌朋川   
郡長   孤立貴需医★センター 手柄・集中匿＃節   

貴書科学総合研究【t蓼科学総合研究分野】   ゲノム什♯に基づくホルモンヰ充■法令併虚の発症予測システムの開莞   萬欄l清一   教授   閲立大学法人九州大学 大学虎医学研欄儒   

よ蓼科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   脳神経痍■に随伴する遇活動膀胱の新規治■集の開，引こ朋する研究：駄秤藁晶に新たに発見された作用を主にして   書濱 和夫   教授   熊本大学大学恍 医学薬事研究部   

長蓼科学総合研究【最霹科学総合研究分野】   24晴間肪間介護・■址の勤1的・効率的な実應方法の蘭莞研究欄間ヰ嘲の肪間t護必手書の発見と攫供方法の櫓場化－  村■ 睾代   教授   文末大学大学鏡医学系研究科 地域書址学分野   

1蓼科学総合研究【よ蓼科学総合研究分野】   暮支援著および軽度霊介櫨著の介撞サービスの計平および爛濃化に朋する研究   杉昨 ホ子   侵t攣蘭礪作業療 法学科よ  孤腋医療縞牡大事保t羊水   

岡村 宏   教授   
芝浦工暮大事システムエ学部機械制御システム学  

よ寿科学総合研究t畏舞科学総合研究分野】   広域歩行支嬢羞tの彙軟な≠作性に蘭する研究  科   

■蕎科学総合研究l長舞科学総合研究分野l   介護予防のための低栄養状態スクリーニング・システムにⅦする研究   杉山 みち子  数授   神射りれ立保t橿杜夫学良■橿祉学部栄養学料   

長舞科学総合研究【長奪科学総合研究分野】   t■書の排便牡能陣葛餅価法と■■の回tにⅦすも研究   t壌 広之   助教授   秋田大学医学部医学科統合医学♯座   

書舞科学総合研究【曇蒼科学総合研究分野】   入統監■と在宅ケアの遵機の在り方に帥する■董研究   池上 正己   教積   1轟義牡大学 医学部   

萩野 活   甘粗難虚婁■金蔓■  社団法人日本生形外科学全書相軽症垂■会（▲ 取大学医学部）   最轟科学総合研究【よ蓼科学総合研究分野】   老人書折の発生・治療・予後に闇する全国初暮  

アルツハイマーホに対する繰ロワクテン■法の肌矧こ蘭する研究   聞 英夫   主ょ   皿立長幕臣■センター研究所血t性認知症研究  轟薦科学総合研究【長寿科学総合研究分野】  帝   

長蠣科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   tレムナントリボま白血虚に合併する虚血性心疾■および脳梗暮の予防・治ホ法欄立のための大洗牡臨床研究   久木山 汁t  教授   山梨大学大学統監事工学総合研究部   

長寿科学総合研究【最欝科学総合研究分野】   合併症集塵遭よを見据えた★床■暮事♯法の朋発推進に蘭すも研究   汁雷I裕   統曇   蘭西tカ所統   

長寿科学総合研究【最蓼科学総合研究分野】   書血書の鈷機髄膚書♯明とリハビリテーションに聞する研究   西谷 信之   感父紐知陣書研究室 口  珊立身体庫善書リハビリテーションセンター研究所   

最蕎科学総合研究【よ蓼科学総合研究分野】   訪Ⅶ・為所リハビリテーションの地域特性別業紗杷穫からみた在宅唱立生活支援プログラムの開発評価に閲する研究   古山 忠義   教授   虎児▲圃静大学大学鏡欄祉社会学研究科   

1専科学総合研究【最蕾科学総合研究分野l   高齢舌におけも勤よ的な転倒予防活動事集の雛壇に閲する研究   新野 孔明   教授   様舞林大学 大学恍   

轟舞科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   痴呆■出席の自動暮運転と穐刊淡撞に閲する研究   池層l竿   軌散捜   tせ大学層学部   

長蓼科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   暮ホ著の悩血t陣書の遭廣予防を目的とした漢方薬によるテーラーメード医■の蘭莞   後暮 博三   助教授   暮山大学医学部粕漬鯵療辛れ座   

曇賽科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   間鴨片肘起立連勤訓練による大鵬書類部甘密度の改暮と維持の証明並びに筋力リくランス能の政義による転倒・甘折予購への  ■外教授   昭和大学医学部壬形外科学教主  
介入ホ董   



長蕎科学総合研究【長奪科学総合研究分野】   モノアミン系の加糖嚢化とうつホの♯明・予鴨に蘭する研究   城川 哲也   教樗   日本橿祉大半情糧社会科筆部人間禰祉情報学科   

畏舞科学総合研究【畏専科学総合研究分野】   老年期痴呆症における痴呆ホ態の壬盤の♯明   木下 影栄   科学技術蓋■肋傲 摸  京都大学医事研究科先鋤職域融合医学研究機■   

長寿科学総合研究【1寿科学総合研究分野】   生体内酸化ストレスによる毛年性疾患の集塵機れの♯明と予防   石井 正明   教授   東灘大学 医学部   

1事科学総合研究【t蕎科学総合研究分野】   電化闇兼遺伝子klothoによもカルパイン活性制≠穐れの≠明およぴⅦヰ疾息の予防と治療にⅦする研究   遭暮 玉夫   研究部長   財団法人1東根書鶴書研究・檀址畏れ財団★最  
♯老人総合研究所   

1舞科学総合研究【1霹科学総合研究分野】   トランスジェニックマウスを用いたミトコンドリア酸化ストレスの抑制によるアルツハイマーホ予防・治★法の開発   太田 虎男   教授   日本医科大学大学棟医学研究科   

曇書科学総合研究【轟蓼科学総合研究分野】   臣■機閣外葉蘭Mにおける絶知虚■捜相談・教書統合プログラムの開発   水谷 借手   教授   兵ヰ■立大学 ■撞学部   

長寿科学総合研究【最蓼科竿総合研究分野】   中1年t鷹増遭のための汀による絶叫1檎型在勤地方システムのれt   能勢≠   畿慢   信州大学大学檎医学研究科・スポーツ医科学分野   

農事科学総合研究【鼻欝科学総合研究分野】   サ粗軽症性椎体書折の治■成績不良をもたらナ因子の♯明と劫よ的かつ効率的な治■法の確立 一事施政共同前向き研究－  中村 博亮   書■助教授   大阪市立大学大拳銃医学研究科書形外科学   

長書科学総合研究【長身科学総合研究分野】   老人性轟景虎・アルツハイマーホの予防および治■を目的とした中拒機能賦活口腔スプリントの開発   吉村 弘   助教授   金沢医科大学・長竿部 ■口腔機能ホ態学   

長寿科学総合研究【よ蓼科苧総合研究分野】   t鷹轟靂にⅦ与する暮因の研究一組百雷書及び鼓舞8ib加暮   広瀬 債■   れ師   暮応■馳大草 匿！羊郁   

よ舞科学総合研究【よ舞科学総合研究分野】   超書波を用いた書粗難癒におけるサ強度評価葉書の開発   大西 五三力  書任講師   東京大学医学部附属ホ焼 玉形外科・脊椎外科   

t舞科学総合研究【貴需科学総合研究分野】   地ヰ包括ケアシステムのれ蔓に関する研究   田城 事薫   公衆衛生学♯座ホ 師  隕天空大学医学部   

曇舞科筆総合研究【よ蓼科学総合研究分野】   MClを対暮とするアルツハイマー病の早期診断に間する多施設共同研究   伊繍 書手   よ欝臓科学研究部t  圃立貴書臣■センター研究所 長寿脳科学研究部   

畏舞科学総合研究【よ寿科学総合研究分野】   暮介護披走における手支援及び圭介撞1の羊介護度の推移の状況とその霊園からみた介護予防プログラムの開矧こ嘱する研   和泉 克子   
究  

■師   大阪府立大学■撞学部   

長寿科学総合研究【畏靡科学総合研究分野】   弾性≠雛形慮眉子DANCEを標的とした毛化W逢疾患の予防・治■法開発の研究   中旬 t之   科学技術♯■助教授  京♯大学大事幌医学研究科先ヰ領域融合医学  
研究機欄   

長寿科学総合研究【井靡科学総合研究分野】   ソマトポーズに対するグレリンの瞳床応用と壬生的研究   寒川 ■治   判断よ   孤立甘攫畿欄センター研究所   

畏蓼科学総合研葬【1寿科学総合研究分野】   データベース利用による訪問■櫨サービス絆価の開発   荒井 由集子  部長   泡立長寿医療センター研究所長轟政策科学研  
究即   

最舞科学総合研究【轟蓼科羊総合研究分野】   小規犠多機能サービス拠点の戚立彙件と多面的九聞lこ閥するビジネスモデルのれ蔓とマニュアル作成   杉岡 正人   社会橿従事郎教摸  北里学園大単社会積祉学部   

1蓼科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   高齢書のtⅦ睡眠の暮■と効よ測走法の開発   新井 工夫   講師   筑波大学大学鏡人叩総合科学研究科   

轟書科学総合研究【景蓼科攣総合研究分野】   毛化とその暮因に閲する長期■断的疫学研究   下方 活史   疫学研究部長  国立最舞匿■センター研究所疫学研虞郎   

1蓼科乎総合研究【長寿科学総合研究分野】   地嬢における橿祉製品の研究開発陣制の整■に間する研究   ホ雛Il之   統曇   書山れ書志リハビリテーション痛快   

長井科学総合研究【土葬科学総合研究分野】   ウェアラフル暮心勘繰測定装tを用いた人工聞ホt換術後ヰ期リハビリ法の考豪   祷 史明   助手   大阪市立大学大学快医学研究科   

長寿村学総合研究【よ蓼科事総合研究分野】   軽度縫知虚高書書の介雄予防及び症状緩和システム開発に聞する研究   内儀十匪藩墟  助教眉   日本大学 文理学部   

1蓼科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   生活晋≠・書貴書回■遺伝凛眉による総合的サ粗競虚リスク診断システムの開発   安書 暮土子  疫学研究部最期ヰ断 疫学研覇王曇  孤立よ欝雇欄センター研究所疫学研究部   

長寿科学総合研餞【よ蓼科学総合研究分野】   地域支績事業における体力向上サービスのあり方に閲する研究   安打 旗司   教授   Ⅶ■■立医科大学医学部公衆衛生学講座   

畏蓼科学総合研究【最蓼科学総合研究分野】   轟か雀の口腔乾す故暮と土機能支肌こ御すも研究   挿木 良明   板書機能リハビリテー  ション学分野教授   九州歯科大学   

長寿科学総合研究【鼻舞科学総合研究分野】   高♯書の縛末期ケアに蘭する研究一各鮒馳こおける柵畢的繊末期ケアの確立に向けて－   玉谷 雅文   助数授   名古里大学大学幌医学系研虞科儀鷹社会医学書  
攻  



最薦科学総合研究【よ専科学総合研究分野】   脳内移行性アンジオテンシンt換群集（ACE）阻書刺殺与によるアルツハイマー病の新規治■法の確立   大＃ 事   軌教理   千北大攣痍続   

1舞科学総合研究【長鶉科学総合研究分野】   男性れレモン低下に起画すも毛年功の治t戦略とその機動こ鴨すも総合研究   秋下 雅弘   軌救捜   ★最大事大事統医学系研究科 加齢医学   

最舞科掌総合研究【1蓼科学総合研究分野】   毛人施政・在宅における書♯事排泄リハビリテーションに闇する施政騨価基準の作成と他社モデルの開発   後■ 百万   附■■続講師排泄惰 報センター即1  名吉農大学医学部付眞ホ鏡   

貴書科学総合研究【長寿科学総合研究分野】   書齢書の地♯リハビリテーション体制の蠣集に朋する研究   山口 明   リハビリテーションセ  
ンター轟   

1蓼科学総合研究【痴呆・サ折■床研究（着手医師・協力書   書簡書の■■虚に係るより効よ的かつ効率的な診断、治■、介捜及びリハビリテーション響の積立に間する研究   戸山 芳昭   数捜   t■義塾大学医学節丑形外科学教主   
活用に暮する研究を含む）】  

1舞科学総合研究【痴呆・サ折■床研餞（着手医師・協力書   暮t甥を用いたアルツハイマーホに対する経口治■稟の開発とその血床応用の拭み   丸山 和佳子  都農   Ⅷ立よ舞医療センター 毒年ホ研究部   
活用に暮する研究を含も）】  

1舞科学総合研究【轟景・甘折■床研餞（若手医師・協力書   療真の予防t治■と土■栄義   札ホセ   教授   自治医科大学附■大富医療センター柵軽内科   
活用に暮する研究を含む）】  

長寿科学総合研究【女臭・す折■床研究く若手医師・協力書   痴呆性疾患の介入予防に朋する研究   
1：：封■■▼   数櫻   皿立大学法人筑波大学大学銑鋼独創蜘医学書攻   

活用に零する研究を含む）】  

長寿科学総合研究【根菜・甘折臨床研究（若手医師協力書   再生医＃的手法による、撞血t性痴呆症および虚血性脳血t陣書に対する早期診断および予防法の韓立に闇する研究  田口明♯   脂憺オ研究壬 圭最  孤立¶欄爛闇センター研究所汀環動態機能部   
活用に手する研究を含む）】  

長寿科学総合研究【ホ呆・サ折臨床研究（若手医師・協力書   痴呆のスクリーニング及び早期診断法の確立に附する■床研究   武田 雅俊   教授   大阪大学大事練・医学系研究科精神医半群座   
活用に妻する研究を含む）】  

曇舞科攣総合研究【痴呆・サ折臨床研究く警手医師・協力雷   従来型施設における痴呆性轟靡著オ墳支援指針の舌用による環墳改暮手法の開発と効果の事面的評価   足立 書   教授   和歌山大学システムエ学部   
活用に暮する研究を含む）】  

景蓼科学総合研究t痴呆・サ折欄ほ研究（若手医師・協力事   ホ呆性轟♯書こおけるケアサービスの大約絆価に附する研究   遺書 英俊   包括静★節義  圃立畏霹匿■センター   
活用に暮する研究を含む）l  

長井科掌総合研究【■景・書折鶴床研究（警手医師・協力書   アルツハイマーホの早期診断、治■職時の開発   石神l昭人   主任研究■   文京椚Ⅶか事研究用川欄爛財団コ覿計紡毛人総  
活用に暮する研究を含む）】  合研究所   

長寿科学総合研究【痴呆・書折■床研究（着手長姉・協力著   甘及び闇節痍息の診断・治ホ藁の間矧こⅦする研究   斬坂田 俊平  主ょ   Ⅷ立貴書匿■センター研究所連動暮疾患研究部   
活用に暮する研究を含む）】  

よ蓼科学総合研究【痴呆・サ折斗床研究く着手医師・協力書   書折リスク予測のための次世代型サ強度秤価システムの開発   伊兼 ■子   助教授   長■大学医学部・歯学部附止痛鏡   
活用に蔓する研究を含む）】  

轟蓼科学総合研究【痴呆・す折鶴床研究（着手医師・協力書   ヰたきりの王事因に対する★断介入研究をさヰにした介護予防ガイドライン策東研究   ■羽研ニ   教授   書林大学医学部書群臣筆数王   
活用に暮する研究を含む）】  

1寿科学総合研究【痴呆・t折臨床研究（着手医師・協力書   サ粗餐症に伴う大将廿蹟郎書折の勤よ的かつ効率的予腕に附する臨床的研究   書岡 邦夫   教授   大阪市立大学大学統監学研究科長形外科学   
活用に暮する研究を含む）l  

未事科学総合研究【痴果・書折鶴床研究（苦手医師・協力書   纂蘭書の大腿す鶴郎サ折撞のADLの繰持に棚与する因子の♯明と術後生活の自立を維持する治療雇の確立   松下 睡   教授   帝京大学医学部生形外科   
活用に暮すも研究を含む）】  

t蓼科学総合研究【痴呆・サ折臨床研究（若手医師・協力書   ヒッププロテクターによる介札脆敬の大良書類節t折予防研究一製品豊の換討－   隈田上緻   ≠能園牡診療部長  国立轟膚眉欄沌ンター   
活用に暮する研究を含七）】  

活用に暮する研究を含む）】   
長寿村学総合研究【痴呆・サ折鶴床研究（苦手医師・協力書   ホ機・居圭榊でのリハビリテーションと在宅自立支績に伽する研究－WHO・ICFモデルに立った■別性上欄の医療と介護の連携  大川 弥生   生活機能賦活研究部 部長  叫立轟舞臣■センター研究所生活機能＃活研究 部   

長書科学総合研究【痴呆・甘折牡床研究一着手医師・協力書   編卒中農事の機能回復促遭に蘭す＆研究   富井 一郎   快点景神経リハビリ テーション研究部1  特走臣■法人大遭会ポ′トス紀念痍鏡   
活用に暮する研究を含む）】            l  

曇蓼科学総合研究【痴呆・サ折臨床研曳く着手医師・協力書   ホか書の脊柱変形と馨幹層欄による生活機附昆下の突放の蝉明と予防法の朋儒   中村 判事   書形外科微積  靂暮医科大学歴学部   
活用に暮する研究を含む）】  

長寿科学総合研究【ホ呆・骨折ヰ床研餞（若手医師・協力手   虚弱書齢著の自立度と■体活動及び栄暮の鴨働こ関する実践研究   ■田l和子   主任研究■   独立行政法人間立♯鷹・兼暮研究所ヰオ増遺研  
活用に暮する研究を含む）】  究櫛   

長寿科学総合研究【痴呆・す折鶴床研究（警手医師・協力書   「1CD－10分類lこ準拠した敲血t性痴具の鯵断手職に閲する研究J   長屯い覿   榊織内科学研東部長  秋田■立輸血t研究センター神轄内科学研究櫛   
活用に嘉すも研究を含む）】  

1蓼科学総合研究【痴呆・書折臨床研究（着手医師・協力者   痴呆疾患の医よとⅦ祉の投網分担と遽携に蘭する地域モデルれ築と横柾   書見♯彦   外来鯵膚側欄  ℡立曇幕臣膚センター外来総膚蘭   
活用に事する研究を含む）】          ／  

最粛執筆総合研究【痴呆・t折tl氏研究（苦手医師・協力手   軽度介鰻予防プログラムの作成とその評価   古株ホ   教授   皿職長欄爛闇大学医療欄牡羊蹄   
活用に手する研究を含む）】  

良書科学総合研究【痴呆・サ折臨床研究（若手医師・協力書   わが国におけるStrok●Unitの有効性に関する多鬼没共同前向き研究   l雷松 一夫   リハビリテーション節  
1   圃立傷す書痍センター痛快  

活用に要する研究を含む）】  



長寿村羊総合研究【痴呆t甘折臨床研究（若手医師・協力事 活用に暮する研究を含む）】  痴呆性疾患の介入予防に蘭する研究（臨床研究実施チームの生傷）   棚田lヰ   教授   筑波大学大学鏡人間総合科学研究科   

長寿科学総合研究【痴呆・サ折臨床研究（着手医師・協力書 活用に事する研究を含む）】  「】CD－10分媚に準拠した脳血t性痴属の診断手■に帥する研丸臨床研究実施チームの量傭   長田 脆   沖織内科学研究部長  秋田れ立瞳血t研餞センター沖蛙内科学研究部   

1舞科学総合研究【痴呆：書折鶴床研究（書手医師・協力書 活用に暮する研究を含む）】  書粗餐叡こ伴う大槌書頸鮭書折の効よ的かつ効率的予眺に蘭する臨床的研究（臨床研究実施チームの壬■）   
；■・；   救援   大阪市立大学 大学陳医学研究科   

農蓼科学総合研究【痴呆・骨折托床研究（若手医師・協力書 活用に暮する研究を含む）】  痴呆のスクリーニング及び早期診断法の確立に蘭する臨床研究（■床研究実施チームの書■）   武田 雅俊   救摸   大脹大学大事快医学系研究科内科系臨床医学書  
攻情報紙舎医学■慮   

t霹科学総合研究【痴呆・サ折鶴床研究（書手医師一協力書  再生E膚斬手法による、嵯血書性痴呆症および虚血性陥血t陣書に対する早期鯵断および予防法の確立に闇する研究（■床  田口 明書   研究実施チームの曇■）   
瞳汀1研究圭 圭長  Ⅷ立打環場所センター研究所膏環動態機能部   

最寿科学総合研究【痴呆・書折臨床研究（若手医師・協力書  高■書の腰痛虚に係るより勤よ的かつ助手的な診断、治療、介雄及びリハビリテーション事の穐立に闇する研究（甘床研究実施  戸山 芳昭   チームの整備）   
教授   士■義最大事医学部生形外科学教主   

よ蓼科掌総合研究【痴呆・甘折■床研究（着手医師・協力書  再生医療約手法による、脳血書性痴呆症および虚血性脳血管陣書に対する早期診断および予防法の確立に聞す各研究（■床  松山 知弘   研究実欄チームの蔓■）   教授   兵ヰ医科大攣 医学部   

長寿科学総合研究【轟臭・甘折臨床研究く若手医師・協力書  書粗髭症性椎体サ折の治♯成■不良をもたらす因子の解明と効果的かつ効率的な治療應の確立一事施設共同前向き研究－  中村「博糞   （臨床研究実施チームの曇儀）   審■助教授   大阪市立大事大竿続眉掌研究科壬形外科学   

長蓼科竿総合研究【痴呆・サ折鶴床研餞（若手医師・協力書 活用に事する研究を含む）】  転倒書折予防運動訓拙の効果改曽プログラムの研究   
永暮 良一   教授   東北大竿大学統医学系研究科   

長轟科学総合研究【着手医師・協力著活用に事する研究】  慢性隋暮肺疾息に対する濱方治ホの有用性評価   橿地 暮之助  書■教授   肌天空大学医学部呼吸書内科竿   

手ども書臆総合研究   10代の女性の人工妊牡中嶋■少にむけての支檀モデルのれ築   新遭 書書   学長t鷹科学劇■雄 学科数授  書籍れ立保七大学   

子ども青臆総合研究   地相こおける分娩施設の適正化に朋すも研究   岡村 州†●   教授   真北大学大学快医学系研究科用度期医学分野   

子ども家庭総合研究   妊嬢・出よと母子のよ期的鞭遇についての■断研究   三砂 ちづる  教授   薄田塾大学学芸学部国際間休学科   

子ども書臆総合研究   多施設共同ランダム化比較賦欄によも事i予防の▲の娃蝉t理ガイドラインの作成   」こー二・  教授   昭和大学痍院 ま婦人科   

子ども書鷹総合研究   母子間係韓書についての精神医学的■爽遽心理学的研究一母子間係庫書♯決・予防のための墓ヰ研究＿   本城 勇次   センターt・救援  名古畳大事 業遽心理精神科年数書研究センター   

子ども尊慮総合研究   児t橿址機附こおける愚書期児t零に対する心理的アセスメントのヰ入に閲す＆研究   西澤 菅   ■床教書辛講座助教   大阪大学大学続人間科学研究科   
櫻  

子ども事虎総合研究   周蔵期母子精神保■ケアの方策と効果判定に闇する研究   北村 儲欄   教授   熊本大学大学院医学薬学研究部臨床行動科学  
分野   

子ども書臆総合研究   ホ治性神緑芽■の克膿に向けたトランスレーショナルリサーチの纂慮づくりと臨床研究ネットワークのれ≠   中川押∴書   研究爬畏   千集れがんセンター 研究局   

子ども青鷹総合研究   tやか親子21の椎遭のための惰tシステムれ集および各穐什嶋の利活用にWする研究   山♯ 然大鵬  職捜   山製大学・大学扶医事工事総合研究部   

子ども幸臆総合研究   育児機能低下と乳児■特の評価パッケージの作成と、それを利用した助産師と保t師による母親への介入のための徹書とt及  古記l職子   れ師   九州大事ホ恍 精神科神織科   

子ども家臆総合研究   tやか親子21の椎遺のための乳幼児犠幹事の機会を活用した書族のiましいt鷹生活習≠形成に闇する研究   水■ ■朔   郡長   圃立保■匿■科学院人材書成劇   

子ども手島総合研究   生縫補助医療の安全t奪および心理的支檀を含む統合的運用システムに間する研究   吉村 事典   救援   ■■暮塾大学医学部靂粋人科学教主   

子ども書庫総合研究   小児慢性特定疾患治■研究事暮の書欄巨■糧・絆価・情輪提供に閲する研究   ソ廿  ‾：＝   
那1   Ⅷ立戒書医療センター研究所成事故策科学研究  

帥   

子ども家魔総合研究   ホ生児鴫鷺スクリーニングの効率的実施および早期支援とその絆価にWする研究   三科∴溝   助教授   井貫女子医科大字母子総合医療センター   

子ども書臆総合研究   わが圃の21世紀における新生児マススクリーニングのあり方に朋する研究   山口 清次   教授   孤立大拳法人■根大学医学部   

子ども書臆総合研究   董録虚1抑こ基づく神経詳細略踵マススクリーニングの効よ判定と医女体刊の確立   肌山 美三   教授   広■大学・自然科学研究支援開発センター   

子ども書鷹総合研究   先天共♯モニタリング・サーベイランスに閲する研究   平博 史樹   教授   横浜市立大学大学院医学研究科生殖生書病態医  
学産沖人科  



子ども書鷹総合研究   引きこもりに繋がる小児慢性■労、不霊牧の治★・予防に間する牡床的研究   三池∴句久   小児発遽学分野救援  熊本大学大手株医学蔓草研究部   

子ども青魔総合研究   小児難治性丁隈路應息の早期先見、診断、治■・t】攣に軸する研究   五十■ll   散授   東京大学大学陳医学系研究科生殖莞運加齢医学  
書攻小児亀掌欄雇   

子ども崇臆総合研究   てんかん児暮の社会自立をめざした包括的地♯支線のための早期轟儀欄膿腐のヰ立に職する研究   上松 繁夫   小児科医欄   独立行政法人孤立轟欄爛州川川てんかん・神経  
■センター   

子ども膏血総合研究   軽度彙遽障書児の発見と対応システムおよぴそのマニュアル開発に附する研究   小枝：達也   教授   ▲取大学地壌学部   

子ども景虎総合研究   雷鳥内暮力義青書の自立とその支檀に間する研究   石井 嘲子   研究■   財団法人大京ホ医学研究機れ暮京♯精神医学総  
含研究席   

子ども食止総合研究   事良性年長児tの社会的自立支緩lこ間する研究   村井 t紀   恥教授   真東孤鴨大学 人間社会学蘭   

子ども家慶総合研究   中学生と乳幼児の交流が相互の集運に与える劫よに闇する研究一保書手による次世代一成をめざした手書て支援プログラムの  セ木田 救   助教授   広■大学大学院教書学研究科附ヰ幼年教書研究  
立事と実施－  推毅   

子ども毛虫総合研究   地蝿におけも子どもに休も犯瓢・■故国1にⅦすも研究   詫間巨書平   ■正体■学事凍土 任・教授  川■色女犠祉大事臣糠技術学部   

子ども膏血総合研究   地ヰにおける子どもと書庫にⅦする相談支機体利のあり方に関する研究   山♯ 文治   教授   大賑市立大学大学糀生活科学研究科   

子ども♯鷹総合研究   児暮禰祉施設尊書▲の責井向上に関する研究   金子 葛集   助教授   8本社全書暮大事 社会楕牡牛部   

手ども膏臆総合研究   保書園での児t■持の早期発見・対策にかかわる繍聞耳の♯欄と対策システムのれ♯   加義 和生   助教授   九州大学 人Ⅶ環墳学研究餞   

子ども膏血総合研究   恩■期やせ虚と愚書期の不t鷹やせの乗場把攫および対策lこ関する研究   濃辺 久子   土轟暮塾大学医学節 れ師  ■應■塾大学医学部 小児科竿徴重   

子ども象膿総合研究   アウトカムを指欄としベンチマーク手法を用いた∫の書いケアを攫供するrJ■廉期母子匿ホセンターネットワーク」の書♯に閥する  ■村 正菅   総よ   地方独立行政法人大阪府立■隋儀欄・大販府立  
研究  母子像t総合臣■センター   

子ども書虐総合研究   若い女性の暮生活はこのままで良いのか？次世代のt■をキ■に入れた栄■竿・予防医学的機肘   吉池 信男   t鷹・栄暮れ董研究  
繍1   椚暮研究部   

子ども敦臆総合研究   性董を加疇した女性t鷹支嬢のための科学的根拠のれ妓と女性外来の確立   天野 養子   斬畏   千賽■衛生研究所   

子ども書轟総合研究   tやか職子21を椎遺するための事穐朋協■による株鶴鍵決型アプローチと評価に醐すも研究   ■川 清   代表理事   特定非営利活動法人日本匿■政策機れ   

子ども篭臆総合研究   母瀾とともに露鷹内儀力櫨書を受けた子どもに鞭書がおよばす中中期的ヤーの椚蓋および支ばプログラムの研究   合 音叶   成人精神霹■郡部長  圃立精神・沖軽センター耕神保■研究所成人精神  
良書郎   

子ども家臆総合研究   小児慣性特定疾患農事の♯書環墳向上に関する研究   及川 郁子   教授   ■路加■杜大学小児書旗竿   

丁⊂tlホ∬■－れ1▼l九  

子ども賢慮総合研究   子ども鸞臆橿祉サービス供給体制のあり方に朋する総合的研究   柏女 暮ヰ  過当部長・漱撞大学  
■■ヽ▲●t－▲■■l■■■■l■   

子ども書鷹総合研究   暮保雄児tのための児霊自立支援計画ガイドラインの活用と評価に関する研究   tl■ ますみ  助教授   お茶の水女子大学大学快人間文化研究科   

子ども竃慶総合研究   せ■待児への医学的総合治療システムのあり方に朋する研究   杉山 暮春飾  保tセンター1景心 ★科⑪1  あいち小児保t医■総合センター   

子ども雷鳥総合研究   保書断、学校事闇休機恥こおける■待対応のあり方に間する調暮研究   才屑■ 擁   ソーシャルワーク研究 担  恩疇財団母子貴書全日本子ども震鷹総合研究所   
当部長  

子ども書鷹総合研究   妊■・出藍の快適性欄保のための隷間蝿の研究   横木：武夫   判読長母子総合臣 糠センター統括  生マリアホ虎母子総合匿■センター   

子ども書鷹総合研究   子どもの心の鯵■に携わる書M的人材の▼虎に関する研究   柳澤 正■   所長   社会橿址法人恩疇財団虚子発育全日本手ども崇  
膿総合研究所   

子どもt薩総合研究   保t師・良書士による発毛陣書児への早期廣膚・対応システムの開発   書取 琶   教授   神戸大学 医学部   

子ども書虚総合研究   児■■持専の子どもの襖書、及び子どもの間∬抒勤の予肪・介入・ケアに閲する研究   兵山 眞紀子  こころの鯵♯郡部よ  孤立虎書匿■センターこころの鯵■部   

子ども書滋総合研究   子どものライフステージにおけも社会的t旗サービスのあり方にⅦする研究   庄司l■－   旬牡甘床担当辞長  零≠財団母子丑t会日本子ども豪農総合研究所  



手ども書鷹総合研究   乳幼児の発書・発運段階に応じた食雷プログラムの開発と評価に関する研究   酒井 治子   助教授   薫京鸞政撃欄大学   

子ども家虞総合研究   安全・安心な母子保t医療擾供体制丑1のための総合研究「子どものホ気に関する包括的データベース（難治性疾患lこ聞する  町田 正平   成事医療政策科学研  圃立戒書医■センター研究所成書政策科学研究  
疫学研究データベース讐を含む）の構築とモの利用に間する研究J  天王曇   部  

子ども青臆総合研究   新しい時代に即応した乳幼児t鯵のあり方に爛する研究   1野 陽   母子保t研究部部長  日本子ども驚膿総合研究所母子保t研究部   

子ども家鷹総合研究   乳幼児突然死仕儀欝（SIDS）における科学的根拠lこ基づいたホ態♯明および臨床対応と予防法の蘭集Iこ関する研究   戸苅 劃   教授   名古里市立大学大学院医学研究科先天■♯・新  
生児り小児医学分野   

子ども震度総合研究   科学的根拠lこ暮づく快遡な妊■・出魔のためのガイドラインの開発lこ附する研究   ▲田 三土子  教授   大阪大学大学鏡l臣単糸研究利点■筆書攻   

子ども女鹿総合研究   住民参画と保t福祉の協■による子▼て機能の向上・書及・評価に関する研究   
前川 暮平   理事   日本小児保t協会   

子ども手鷹総合研究   月産期からの生書覆墳が愚書期の心■の儀膚に及ぼす影書の評価にⅦする研究   安欄上動江   教授   国立孤胃医療センター国立書護大学校   

子ども青臆総合研究   就学前の保書・教書を一体とした総合施設のサービスの賞に関する研究   増田 まゆみ  救世   目白大学人間禰牡牛科   

子ども書臆総合研究   一新たな母子保tサービスの攫供体制のあり方（称に蘭保育の役割分埴と連携響）に関する母子保t政策づくりに資する研究」  糸数 公   t鷹推進課轟  沖縄線北部樽祉保欄価   

小児疾患Il床研究   小児丁移植におけるミコフェノール酸モフェチルの有効性■安全性の確認、用法・用1の機討・確立にWする研究   篇▲ 一雄   医長   孤立成書医♯センター甘■科   

小児疾患－1床研究   小児2型托尻癖に対する経口血■降下藁治★のエビデンスの稚立特にメトフォルミンの至遭投与1、有効性と安全性の研究  松浦倍大   児t学科数摸  筆機大学人文学館児t学科   

小児疾患臨床研究   小児♯治性甘痍■に対する稟鞠■法ガイドライン作成のための多施設共同研究と■床賦♯体制整備   吉川 撞茂   教授   和歌山れ立医科大学 医学部小児科   

小児疾患臨床研究   小児科における注暮欠陥／多軸性陣書に対する診断治■ガイドライン作成にⅦする研究   富▲仁祐   ♯師   文末医科大学小児科   

小児疾患臨床研究   他出生欄暮児の■呼吸素価に対するドキサブラムの安全性・書物性に蘭する研究   山ヰ 磯夫   小児科学・教授  暮田保t＃生大攣臣事節   

小児疾患臨床研究   新生児・小児における札静藁使用のエビデンスの確立：特にミダゾラムの用法・用1、事劫性、安全性の評価   伊■ 裕司   匡t   ∬立膚■医療センター用度期診療部新生児科   

小児疾患臨床研究   小児肉鷹事に対する治ホ蘭彙を鷺回した事施設共同臨床技♯に間する研究   牧本 散   書ニ≠■外来部小児   国立がんセンター中央痛快  
科医■  

小児疾患臨床研究   小児▼移穐におけるミコフェノール酸モフェチルの需効性・安全性の確紘、用法・用1の検討・確立に蘭す各研究（若手医師・協力    ノ」   1一書門静欄爛甘臓  孤立成書医■センター サー科  
著活用等に暮する研究）  科医長   

小児疾患鐘床研究【書手医師・協力者活用等に暮する研究】  低出生体暮時のよ呼吸発作に対するドキサブラムの安全性・有効性に関する研究（若手医師・協力者活用事に璽する研究）  北■ ≠之   新生児科部よ  大阪府立母子保t総合医療センター 新生児科   

第3次対がん総合職時研究   ヒト多段陣集がん過程における遺伝子■♯の把糧に基づいたがんの本態解欄とその吐床応用に朋する研究   広積 談義   所長   圃立がんセンター研究所   

第3次対がん総合職鴫研究   疾患モデルを用いた弗がんの分子機構及び腰受任手回の解明とその■床応用   中書 斉   生化学部1   爪立がんセンター研究所生化学部   

事3次対がん総合輌研究   ヒトがんで書換廣に暮■の見られるがん蘭ヰ遺伝子の集がんにおける暮暮の♯明とその臨床応用に附する研究   田矢：洋一   放射牡研究部 飾t  孤立がんセンター研究所放射牡研究節   

書3次対がん総合桝研究   ヒト1■の発生と遭■に蘭わる分子ホ惣の♯折とその臨床応用   立松 正傷   ■l所長薫■寝癖理学 節よ  彙知れがんセンター研究所   

第3次対がん総合戦時研究   
ゲノム什tに壬づいた■体発生と発がん・遭tに開運する新規遺伝子の同定およぴその機能的書義の♯明と臨床応用に関する   中川傭∴事   

研究  
研究局員   千葉興がんセンター 研究局   

第3次対がん総合職嶋研究   放射線庫書に暮づく集がんの分子機れの♯明とその予肪・治■への応用   安井 弥   数櫻   広■大学 大学院臣歯薬学総合研究科   

13次対がん総合戦時研究   がんの生物学的特性の分子暮盤の♯明とその■床応用に間すも研究   横田 洋   那よ   圃立がんセンター研究所生物学部   

第3次対がん総合戦時研究   がんの臨床的特性に間する分子什tに基づくがん鯵■法の開拓的研究   吉田卜拝眉   鷹瘍ゲノム解析・慣稚  
研究部部長   東部   

第3次対がん総合戦時研究   難治性小児がんの■床的特性の分子情報とその理論を応用した鯵断・治療法の開発   暮I吼－   総量   孤立戒書医療センター  



鷺3次対がん総合職鴫研究   生活習≠改暮によるがん予防法の開発と騨価   津金 員一句l  骨t   押立がんセンターがん予防・扶持研究センター千  
肪研究節   

★3次対がん総合職鳴研餞   がん予鮪に有用な什t暮義書●に開する研究   小山 博史   精任教授   薫京大事大筆鏡医学系研究科クリニカルバイオイ  
ンフォマテイクス   

第3次対がん総合職噌研究   新規がん予防・早期発見システムを用いた包括的ながん予防の開発研究   田即【＃－   ■間研究■   財団法人放射線影響研究所   

第3次対がん総合職鴫研究   がん化学予防刑の開発こ閲する墓t及び■床研究   若林 敬＝   劃断長・プロジェクト  
リーダー   ジェクト   

★3次対がん総合職鴫研究   ウイルスを積的とする集がん予防の研究   神田 忠仁   センターよ   皿立感染症研究所ホ肝休ゲノム♯析研究センター   

★3次対がん総合Il鴫研究   新しい檎鯵モデルの■♯と檎鯵能事の向上に附する研究   土丘 丁介   ■】秩t   圃立がんセンター中央加味劃峡畏   

事3次対がん総合職噌研究   新しい鯵断書場の襖鯵への応用とこれらを用いた鯵断精度の向上に間する研究   斉■ 大三   内禎■郎1   圃立がんセンター中央ホ快 内観■部   

書3次対がん総合戦時研究   がん機掛こ雷用な新しい止■マーカーの開発   山田 暫司   飾1（厚生労働技官） プロジェクトリーダー  優立がんセンター研究所   

第3次対がん総合戦時研究   暮新的な鯵断技術の開発lこ間する研究   象山 紀之   センターt   孤立がんセンターがん予防・扶持研究センター   

驚3次対がん総合戦略研究   暮ホ的な診断技術を用いたこれからの紡がん機幹事法の確立に関する研究   鈴木 龍一郎  特別研欄■   大阪府立成人鋼センター研究所   

雫3次対がん総合Il噌研究   匿■t削よと慮書■捏軽減をめざした■の新しい分子遺伝学的診断法の開発   裁 正樹   教授   九州大学・生体防蜘医学研究所   

第3次対がん総合職略研究   ■のホしい鯵断技術の開発と治■勤よ予測の研究   金子 安比盲  研究断1   埠玉れ立がんセンター臨床止■研究所   

第3次対がん総合職席研究   ■がんスクリーニングのハイリスクストラテジーに闇する研究   三木 一正   緻綬   東邦大学医学部医学科内科学繍き大森消化書内  
科   

事3次対がん総合戦時研究   折朋によづく抗がん刑の開封こWする研究   江角 浩安   センターt   圃立がんセンター貴所眈臨床開発センター   

13次対がん総合Il鳴研究   独自朋膿した多因子による■特1的増縫利蜘型アデノウイルスベクターによる手折的な轟遺伝子治療法の開発   小財 t一郎  緻授   久留米大学嘉次脳疾患研究所   

★3次対がん総合戦時研究   がん特鼻朋傭個■書性丁細胞活性化に暮づく免疫治■のれヰ   暮▲ 漬離   ■■免疫学部畏  t知れがんセンター研究所・吐ヰ免疫学郷   

鶉3次対がん総合職時研究   QO」の向上をめざしたがん治■法の開発研究   青田 茂昭   枕曇   孤立がんセンター★ホ鏡   

鶉3次対がん総合職略研究   QOし向上のための各種患書支繍プログラムの開発研究   内暮 オ介   部長   孤立がんセンター兼ホ鏡臨床開発センター   

★3次対がん総合桝研究   がん生存くC■nGOr8urVivor）のQOL向上に鶉劾な匿■貴需のれ藁研究   山口 t   総よ   静胃県立静岡がんセンター   

第3次対がん総合職鳴研究   がん臣ホ経済と■書■担t小化に開する研究   鷹沼十倍夫   教授   ★北大事大学練医学系研究科   

がん予断対策のためのがんt■・死亡動向の実勒把欄の研究   
祖父江 友雷  情報研究部1  国立がんセンターがん予防・機診研究センター情 報研究部   

事3次対がん総合職時研究  

13次対がん総合職略研究   劾よ的ながん情書提供システムに関する研究   若t 文靂   肝生芳■技官医長  孤立がんセンター中央ホ餞放射線診断邸   

書3次対がん総合戦時研究   地ヰがんt鑓の漁州別掛川用優傭に闇する研究   丸山 美ニ   教授   神戸大学大攣快法学研究科   

第3次対がん総合Il時研究   その他、がんの実態把櫨とがん情報の発情に桝する特に暮事な研究   手■ 昭樹   教授   大阪大学大攣餞＝野拳系研究科   

事㌣＝！がん総合Il鳴研究   効よ的な鱗＃支援法の蘭発と暮及のための一腰化に関する研究   大■ 明   爛董欄欄   大阪府立成人病センター加重欄   

事〇次対がん総合職噌研究   早期膵■がん機出マーカーの同定   山下 tけ   玉l師   自治医科大事医学劇 ゲノム機能研究部   

第3次対がん総合■l鳴研究   新しい賽物痍應の導入とそのt遭化に蘭する研究   西欄iよ虐   劃鋏畏   孤立がんセンター★病院  



兼3次対がん総合職暗研究   患著の視点を暮祝したネットワークによる在宅がん■看支はシステムの開発   谷水 正人   外来部凛   独立行政法人圃立痛快機れ四国がんセンター   

第3次対がん総合職鴫研究   DNAチップによる急性白血■の新規分＃法榛兼   ㈹野 ≠行   教授   自治匿制大学医学側 ゲノム機能研究部   

第J次対がん総合職時研究   がん治療のための手折的新技術の朋発研究   事I相 和弘   ホ院長   国立がんセンター中央痛快   

がんIl床研究   再莞書危険度群乳がんの予後改暮を8指した職場的治療法確立に間する研究   渡辺 事   教授   孤臓医農積髄大学山王メディカルプラザ   

がんi床研究   転移性鯨鵬ヰに対する標準的治ホ法確立に蘭する研究   暮山 ＊正   医学部1鮎神線外科 教授  山形大学医学部附1加味脳神拝外科   

がんIl床研究   子宮ヰがんの予機向上を目指した1筆的治■法における≠雄的化学■法の確立に闇する研究   暮村 敬治   教授   久留米大学医学部   

がん臨床研究   子宮♯轟術後リンパ節転移に対する治療法適正化の研究   伊責 久夫   教授   千葉大学大学院医学研究職徹劇欄欄傭樺   

がん臨床研究   進行大≠がんに対する♯捜鏡下手術の根治性に関する比較研究   北野 正剛   緻綬   大分大学医学部外科♯1   

がんヰ床研究   若年書甘≠性通血蓼吐瘍を対■とした書≠破壌的前処1とサ融非破壊的椚処置を用いた同種末梢血幹職胞移植の比較的機討 （★Ⅱ相ランダム化t比験）  谷口 修一   

襖較試  
血液科部長   蘭書公務■共済組合連合会 虎のMホ院 血液利   

がん臨床研究   先遭的書精度三次元放射欄應欄による予後改暮に闇する研究   平岡 真寛   敵授   京劇大学 医学研究科   

がん臨床研究   地域がん診療拠点ホ統の機能向上に闇する研究   池田 恢   放射≠治療郡長  国立がんセンター中央痛快放射線治ホ部   

がん臨床研究   がん最書の心のケア及び医■相放讐のあり方に関する研究   山口 暮   総量   静岡県立■岡がんセンター   

がん臨床研餞   局所限局小山胞肺がんの義学的治■に関する研究   田村■ 友雫   総合鋼ヰ節轟  Ⅷ立がんセンター中央痛快 総合痍楕部   

がん臨床研究   れ所限局非小細胞肺がんの義学的治療に聞すも研究   加義 治文   教授   ★京医科大学ホ鏡外科事－■座   

がん臨床研究   書度遭行■がんの治■に関する研究   荘子 三三書留  儀一t♯外来部曇  圃立がんセンター中央椚職儀一鶴城外来部   

がん臨床研究   膵がんに対する補助化学■法に闇する研究   小t 響弟   書ニー域外兼部長  孤立がんセンター中央膚個卜外科   

がん臨床研究   切蛛不能騨がんに対する治ホ法の確立に闇する研究   兵坂 拓志   第一Ⅶヰ外来掛値・ ■片科医長  国立がんセンター中央椚統内科   

がん臨床研究   再発書危険騨の大≠がんに対する術後補助化学ホ法に間する研究   森谷 冨措   手術部t   爪立がんセンター中央ホ快 事術那   

がん臨床研究   大農がん肝伝＃虚例の術後補助化学■産に閲する研究   加暮 知行   痛快1   未知■がんセンター中央痍職   

がん■床研究   ポリープ切除の大鵬がん予防に及ぼす劫よの評価と内観牡♯暮間隔の適正化にWする前向き臨床拭♯   佐野 事   内祝義飾il化場内積   Ⅷ立がんセンター兼鏡映・消化t鷹■学   
t重臣最  
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